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人の

うごき

人　口 5,395人 （前月比 ＋	 ３人）

　男 2,653人 （前月比	 ＋	 ４人）

　女 2,742人 （前月比	 －	 １人）

世 帯 2,757世帯 （前月比 ＋	 ８世帯）
（令和３年１月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 24件 （ 27件）

289件 （331件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

３人（10人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

３件（５件）

発生件数

０件（０件）

３件（８件）

区　分

３年１月

２年１～12月

区　分

３年１月

２年１～12月

安全は日々の気持ちの積み重ね
　　 現在お使いの電化製品などを適切に維持管理し

　　 安全・安心な生活が送れるよう定期的な点検を

　　 　　　　　　　心掛けましょう。　　　消防署新冠支署

１月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

福司　哲也 ♡ 杉本　美穂 共　栄

●お誕生おめでとうございます

渕 瀨 准
じ ゅ ん き

希 （尚輝 千春 ) 東　町

阿 部 柊
し ゅ う や

哉 （貴宏 真結 ) 万　世

菅 原 優
ゆ う ま

真 （正隆 裕江 ) 北星町

田 中 天
て ん せ い

晴 （健四朗 稔馨) 北星町

●おくやみ申し上げます

冨　　邦隆 　７８歳 中央町

山田　　衛 　９３歳 緑　丘

佐藤　　正 　８３歳 本　町

富樫　　勉 　８４歳 中央町

村本　　聰 　９４歳 高　江

●お問い合わせ先

　町民生活課住民係　☎ 0146・47・2112

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

　

第
三
十
一
話
　

　「
新
冠
の
チ
ャ
シ
跡
に
つ
い
て
」

（
要
約
文
）

　

鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
は
、
北
海
道
で

は
ア
イ
ヌ
文
化
期
と
呼
ば
れ
、
北
海
道
に
ア
イ
ヌ

民
族
が
多
く
生
活
し
て
い
た
年
代
と
し
て
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
代
表
的
な
遺
跡
に

「
チ
ャ
シ
跡
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

チ
ャ
シ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
砦
、
館
、
柵
囲
い

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、

新
冠
地
方
で
は
牧
柵
そ
の
も
の
を
よ
く
「
チ
ャ
シ
」

ま
た
は
「
チ
ャ
ス
」
と
呼
ん
で
い
て
、
今
で
も
古

く
か
ら
新
冠
に
住
ん
で
い
る
方
が
た
ま
に
こ
の
言

葉
を
使
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
チ
ャ
シ
跡
は
、

地
面
に
壕
（
ご
う
）
と
い
う
窪
み
を
掘
っ
た
跡
の

こ
と
を
さ
し
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
頃
の
蝦

夷
地
で
よ
く
築
造
さ
れ
た
代
表
的
な
遺
構
で
す
。

北
海
道
で
は
、
形
状
と
し
て
今
で
も
確
認
で
き
る

も
の
や
、
伝
承
や
地
名
の
み
の
概
念
的
な
も
の
も

含
め
、
約
七
百
カ
所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

日
高
、
十
勝
、
釧
路
、
根
室
地
方
に
多
く
分
布
し

て
い
ま
す
。
新
冠
町
に
残
っ
て
い
る
チ
ャ
シ
跡
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
ピ
ポ
ク
チ
ャ
シ
跡
（
字
高
江
）

　

こ
の
チ
ャ
シ
は
、
判
官
館
森
林
公
園
の
太
平
洋

を
臨
む
場
所
、
い
わ
ゆ
る
「
判
官
岬
」
上
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
岬
の
先
端
部
に
壕
の
よ
う
な
地
形

が
あ
り
ま
す
が
、
昔
の
ア
イ
ヌ
民
族
が
掘
っ
た
も

の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
自
然
に
崩
落
し
た
も
の
な

の
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
伝
承
に
伴
う
チ
ャ
シ
跡
と
い
え
ま
す
。

○
明
和
チ
ャ
シ
跡
（
字
明
和
）

　

新
冠
川
明
和
地
区
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
て

お
り
、
大
き
な
半
円
形
の
壕
が
二
つ
は
っ
き
り
と

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
万
世
チ
ャ
シ
跡
（
字
万
世
）

　

新
冠
川
を
望
む
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
、
崖
に

面
し
た
場
所
に
壕
の
窪
み
が
あ
り
ま
す
。
町
内
の

チ
ャ
シ
跡
で
は
、
最
も
行
き
や
す
い
場
所
に
あ
り

ま
す
。

○
ア
ク
マ
ッ
プ
チ
ャ
シ
跡
（
字
明
和
）

　

新
冠
川
と
支
流
の
ア
ク
マ
ッ
プ
川
に
は
さ
ま
れ

る
台
地
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
細
長
く
延
び
た
台

地
上
に
、
三
つ
の
壕
を
確
認
で
き
ま
す
が
、
足
場

が
悪
い
所
に
あ
り
ま
す
。
人
を
簡
単
に
寄
せ
付
け

な
い
、
ま
さ
に
「
砦
」
と
い
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

新
冠
に
は
、
各
地
に
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
（
集
落
）

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
コ
タ
ン
と
チ
ャ
シ
の
関

係
性
を
同
時
に
紐
解
く
と
、
よ
り
正
確
な
ふ
る
さ

と
の
ア
イ
ヌ
文
化
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

明和地区に残っている

「アクマップチャシ跡」

壕
ごう

（地面の窪み）が確認できる

私の夢は、動物に関

わる仕事につく事

です。理由は大の動

物好きで、動物とふ

れ合い、お世話をし

たいからです。

橋本　柚稀菜

ぼくの将来の夢は、

馬関係の仕事につ

く事です。理由は、

お父さんが馬の仕

事をしているから

です。

藤本　夕雅

私の夢は、ファッ

ションデザイナー

になることです。

理由は絵をかいた

りすることが好き

だからです。

寺西　真生

ぼくの将来の夢は

ゲームの達人にな

ることです。理由

はゲームが好きだ

からです。

華房　瞭太

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

ぼくの夢は、サッ

カーが1番うまい人

になる事です。理由

はその時に、１番う

まい人が自分であ

りたいからです。

櫨山　裕

　

「
森
み
つ
」
は
、
昭
和
27
年
か
ら
新
冠
に
在

住
し
、
女
流
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。

「
北
海
道
賛
歌
」
の
作
詩
に
入
選
し
、
一
躍
脚

光
を
浴
び
ま
し
た
。
昭
和
47
年
に
生
涯
を
終
え

ま
し
た
が
、
そ
の
15
年
後
の
昭
和
57
年
、
有
志

が
そ
の
功
績
を
讃
え
る
詩
碑
を
建
立
し
、
盛
大

な
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

新
冠
文
芸
協
会
が
発
足
、
ま
た
、
次
代
を
担
う

青
少
年
の
文
学
へ
の
関
心
を
培
う
た
め
、
優
秀

な
作
文
を
表
彰
す
る
「
森
み
つ
少
年
少
女
文
芸

賞
」
が
今
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
森
み
つ
の

た
ゆ
ま
ぬ
文
学
精
神
が
、
時
を
経
た
現
代
に
お

い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

※
今
月
号
に
文
芸
賞
の
受
賞
者
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
⑧

　
　『
森
み
つ
誌
碑
』○森みつ誌碑（もりみつしひ）

　建立年月日　昭和 57年 11月３日

　所在地　　　中央町（郷土資料館前庭）

　建立者　　　森みつ誌碑建立実行委員会

　高　さ　　　２．３ｍ
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